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今
日
の
講
義
は
、10
年
後
の
社
会
で

ど
の
よ
う
に
役
立
って
い
ま
す
か
？

微
生
物
の
無
限
の
可
能
性
と

安
全
な
扱
い
方
を
学
ぶ

「
試
験
管
は
も
っ
と
縦
に
し
た
ほ
う
が
い

い
よ
」

ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ
（
無
菌
状
態
を
作
る
実

験
器
具
）
に
手
を
入
れ
、
ぎ
こ
ち
な
い
動
作

で
試
験
管
や
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
を
操
る
学
生
に

佐
藤
拓
海
先
生
が
声
を
掛
け
る
。

２
日
連
続
で
行
わ
れ
る「
形
質
転
換
実
験
」

の
１
日
目
。
感
染
症
の
治
療
に
抗
生
物
質
が

効
く
こ
と
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
大
腸
菌
な

ど
の
細
菌
類
は
抗
生
物
質
の
中
で
は
生
育
で

き
な
い
。
し
か
し
、
大
腸
菌
に
薬
剤
耐
性
プ

ラ
ス
ミ
ド
と
い
う
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
入
れ
る
こ
と
で

耐
性
が
生
ま
れ
、
抗
生
物
質
の
中
で
も
増
殖

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
外
か
ら

の
作
用
を
受
け
て
細
菌
の
遺
伝
形
質
が
変
化

す
る
作
用
が
形
質
転
換
で
、
遺
伝
子
操
作
の

基
礎
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

普
通
の
大
腸
菌
と
プ
ラ
ス
ミ
ド
で
薬
剤
耐

性
を
持
た
せ
た
大
腸
菌
を
、
そ
れ
ぞ
れ
抗
生

物
質
の
入
っ
た
培
地
に
入
れ
、生
育
で
き
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
の
が
実
験
の
目
的
で
あ

る
。学
生
は
８
〜
９
名
を
１
グ
ル
ー
プ
と
し
て

実
験
を
行
い
、
佐
藤
先
生
を
含
め
た
３
名
の

教
員
と
７
名
の
大
学
院
生
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

微
生
物
の
扱
い
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
学
生
た
ち
は
事
前
の
講
義
で
、
遺

伝
子
を
組
み
換
え
た
微
生
物
を
室
外
に
持
ち

出
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
抗
生
物
質
は
必

ず
熱
処
理
を
し
て
廃
棄
す
る
こ
と
が
告
げ
ら

れ
て
い
る
。
培
養
液
の
入
っ
た
シ
ャ
ー
レ
を

扱
う
動
作
一
つ
に
も
緊
張
感
が
み
な
ぎ
る
。

微
生
物
の
繊
細
な
動
き
を

顕
微
鏡
で
キ
ャ
ッ
チ
す
る

形
質
転
換
実
験
に
つ
い
て
は
、
耐
性
を
持

っ
た
大
腸
菌
と
持
っ
て
い
な
い
大
腸
菌
を
培

養
す
る
と
こ
ろ
ま
で
が
今
日
の
作
業
と
な
る
。

こ
れ
を
一
晩
寝
か
せ
、
翌
日
の
実
験
で
耐
性

を
持
っ
た
大
腸
菌
が
生
育
で
き
て
い
る
か
を

確
認
し
た
う
え
で
、
形
質
転
換
し
た
大
腸
菌

か
ら
プ
ラ
ス
ミ
ド
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
抽
出
、
電
気
泳

動
に
よ
る
解
析
を
行
い
実
験
は
終
わ
る
。

今
日
の
実
験
の
後
半
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
に

含
ま
れ
る
乳
酸
菌
の
顕
微
鏡
観
察
が
行
わ
れ

た
。
３
種
類
の
乳
酸
菌
を
顕
微
鏡
で
観
察
し

形
状
や
色
の
違
い
を
確
認
す
る
。
接
眼
レ
ン

ズ
を
の
ぞ
い
た
学
生
が
次
々
に
歓
声
を
あ
げ

る
。「
見
え
た
！
」「
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
っ
て
ど

れ
〜
？
」「
棒
の
形
を
し
た
の
が
桿か
ん
き
ん菌

だ
よ
」。

学
生
た
ち
は
レ
ン
ズ
を
の
ぞ
き
な
が
ら
菌
の

形
を
ノ
ー
ト
に
ス
ケ
ッ
チ
し
、
ス
マ
ホ
で
顕

微
鏡
の
画
像
を
撮
影
す
る
。

近
年
、
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
な
ど
遺
伝

子
の
塩
基
配
列
を
高
速
で
読
み
取
る
新
技
術

が
生
ま
れ
、
豊
富
な
遺
伝
子
情
報
が
容
易
に

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
、微
生

物
そ
の
も
の
を
観
察
す
る
態
度
が
希
薄
に
な

っ
て
い
る
と
佐
藤
先
生
は
危
惧
す
る
。「
微
生

物
の
研
究
で
は
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
作
業
が

何
よ
り
も
大
切
。
微
生
物
の
様
子
に
じ
っ
く

り
と
目
を
凝
ら
し
、

普
段
と
違
う
動
き

は
な
い
か
、
他
の

菌
と
の
違
い
は
な

い
か
、
敏
感
に
察

知
す
る
洞
察
力
を

身
に
つ
け
て
ほ
し

い
」嬉

々
と
し
て
顕

微
鏡
を
の
ぞ
く
学

生
た
ち
は
、
す
で

に
微
生
物
の
豊
か

な
世
界
に
魅
了
さ

れ
て
い
た
。

遺
伝
子
組
換
え
技
術
を
使
い

微
生
物
の
不
思
議
な
働
き
を
知
る
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佐さ

藤と
う 

拓た
く

海み

先
生
に
聞
き
ま
し
た

QA

微
生
物
学
実
験
この講義で
学ぶこと

微
生
物
は
医
薬
品
や
化
粧
品
、
食
品
、
環
境
浄
化
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
動
・
植
物
の

健
康
や
地
球
環
境
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
微
生
物
に
つ
い
て
の
知
識
と
培
養
技
術
を
学
び
微
生
物
学
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
を
目
指
す
。

こ
の
学
科
で
学
ぶ
こ
と

大竹 拓実くん
生命科学部 分子微生物学科３年
東京都 私立 東京成徳大学高校卒

青島 ひよりさん
生命科学部 分子微生物学科３年
東京都立 園芸高校卒

将
来
、
微
生
物
を
使
っ
た
食
品
や
医
薬
品
の
仕
事
に
就
く
学

生
に
と
っ
て
は
キ
ャ
リ
ア
の
入
口
に
あ
た
る
科
目
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
顕
微
鏡
で
の
観
察
の
仕
方
や
抗
生
物
質
の
安
全

自分の手で器具を操作することにより、講義で学
んだ知識を具体的にイメージできるのが実験の良
いところ。将来は中高の生物の教員になって大学
で学んだ知識を生かしたいと思います。

微生物に特化した全国で数少ない学科ということ
もあって目的意識の高い学生が多く、刺激しあい
ながら学べるのが魅力。将来はストレスを和らげ
る乳酸菌の研究・開発に携わりたいです。

卒業後は中高で生物を教えたい！ 目的意識の高い学生が切磋琢磨しています！

※講義は2019年に取材したものです。

な
取
り
扱
い
方
な
ど
は
、
微
生
物
に
限
ら
ず
自
然
科
学
分
野
で
一
生
使

え
る
ス
キ
ル
な
の
で
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

微
生
物
を
取
り
扱
う
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
と
ス
キ

ル
を
習
得
す
る
。
微
生
物
の
取
り
扱
い
方
や
器
具
の
操
作
方

法
を
は
じ
め
、
大
腸
菌
や
枯
草
菌
な
ど
実
際
の
細
菌
を
使
っ

て
、
培
養
技
術
や
滅
菌
法
を
学
び
、
微
生
物
の
有
用
性
と
危

険
性
、
病
害
性
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

おススメは
焼き立てパ
ンを提供す
るベーカリ
ー「PINO」
のやわらかマフィンと塩バ
ターパン。作りたてなので
何度食べても飽きません！

青島 ひよりさん

私の学食
オススメ
メニュー

─
生
命
科
学
部
─
分
子
微
生
物
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5.9（木）
at 世田谷キャンパス
13:00~17:50

閑静な住宅街にあるキャンパス
は、緑が多く落ち着いた雰囲気。11
月の収穫祭※は12万人を動員する
一大イベントで、手作り味噌や蜂
蜜が購入できるとあって地元の方
も数多く訪れる。最先端の研究を
手掛けながら、地域に根差した大
学であることも魅力の一つです。
※今年の開催についてはホームページをチェック

東京農業大学は
こんな大学
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東京23区内最大級の教育研究施設
NODAI Science Port

２
０
２
０
年
４
月 

新
研
究
棟

「N
O
DAI Science Port

」始
動
！

新
研
究
棟
〝N

O
D
AI Science Port

（
農
大
サ
イ

エ
ン
ス
ポ
ー
ト
）〞
は
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
4

学
部
15
学
科
87
研
究
室
が
集
う
、
東
京
23
区
内
最

大
級
の
教
育
研
究
施
設
で
す
。

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
8
，0
0
0
人
以
上
の
学

生
の
う
ち
、
研
究
室
に
所
属
す
る
3
・
4
年
生
と

大
学
院
生
の
約
4
，0
0
0
人
が
、こ
の
研
究
棟
で

過
ご
す
こ
と
で
、様
々
な
分
野
の
研
究
に
没
頭
し
、

知
識
や
意
見
の
交
換
が
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
の
研
究
成
果
を
国
内
外
に
発
信
し

て
い
く
場
と
し
て
、
東
京
農
大
が
誇
る
「
研
究
発

信
の
ハ
ブ
」
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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